
金
滞
古
蹟
志
巷
廿
三

と
唄
ひ
け
り
o
此
の
柴
屡
申
分
仕
出
し
‘
津
田
勘
兵
衛
批
判
に

τ申

分
負
け
に
成
り
て
、
張
付
の
重
罪
に
慮
せ
ら
れ
た
り
。
宕
一
類
共
.

勘
兵
衛
を
意
恨
に
思
ひ
け
る
よ
し
申
停
へ
け
れ
ば
‘
若
し
く
ば
此
の

一
類
の
者
共
、
勘
兵
衛
を
意
恨
に
思
ひ
、
札
を
建
て
け
る
に
や
と
、

諸
人
申
し
怠
ら
し
け
り
と
云
々
。
按
宇
る
に
、
右
甫
町
に
居
住
せ
し

柴
屋
と
い
ふ
も
の
は
、
金
津
多
葉
粉
商
人
の
鼻
祖
・
な
り
。
其
の
霊
刑

に
蕗
せ
ら
れ
し
年
暦
は
詳
か
た
ら
占
ー
と
い
へ
ど
も
‘
抑
e
煙
草
の
我

が
皇
国
へ
渡
来
の
事
は
、
倭
漢
三
才
閏
舎
に
、
実
正
中
南
鐙
商
舶
始

寅
a
此
種
刊
以
楠
昌
長
崎
東
土
山
山
と
見
b
、
世
事
談
・
翁
草
に
は
、
慶
長

十
年
始
て
甫
鐙
よ
り
種
を
侍
へ
て
、
長
崎
榎
馬
場
に
植
う
。
共
の
後

山
州
花
山
に
作
り
、
共
れ
よ
り
和
州
吉
野
に
作
り
、
相
線
い
て
丹
波

に
槌
ゑ
、
次
第
に
諸
園
へ
庚
ま
り
し
と
い
へ
り
o
合
邦
辻
に
は
‘
秀

吉
公
朝
鮮
を
征
せ
ら
れ
し
時
、
長
陣
た
る
ゆ
ゑ
軍
勢
朝
鮮
に

τ呑
み

た
ら
ひ
、
共
の
後
慶
長
十
年
陀
種
を
僻
へ

τ、
長
崎
棲
の
馬
場
に
始

て
た
ば
と
を
槌
ゑ

τ、
世
に
弘
ま
る
。
と
あ
り
。
但
し
慶
長
十
七
年

八
月
の
諸
法
度
書
に
、
た
ぽ
と
吸
事
被
v
禁
畢
。
然
上
は
賓
買
者
ま
で

も
於
昌
見
付
筆
一
双
方
之
家
財
を
可
v
被
v
下
也
。
若
叉
於
a
路，

F
見
付
に

付
て
は
‘
た
ば
と
井
貸
主
を
所
に
押
置
可
=
曽
田
上
吋
則
付
来
た
る
馬
・
荷

。
お
だ
が
め
便
所

乗
物
屋
小
路
の
角
1

乗
物
屋
の
家
臨
に
‘
往
来
人
の
た
め
便
所
を
設

け
置
き
け
り
。
如
何
怠
る
曲
線
な
ら
ん
。
此
の
便
所
を
ば
、
世
人
暑

だ
が
め
と
稀
し
‘
此
の
便
所
に

τ、
淋
病
を
難
儀
す
る
も
の
花
を
乎

向
け
小
使
を
す
れ
ば
‘
必
・
千
平
癒
す
と
て
男
女
共
陀
来
れ
り
。
全
快

せ
し
も
の
L
備
へ
け
る
陀
や
‘
輪
帽
馬
友
E
の
額
も
掛
け
置
き
た
り
。

乗
物
屋
退
去
の
後
湯
風
呂
屋
と
成
-P
、
倫
そ
の
便
所
あ
り
て
1

淋
病

人
の
備
へ
け
る
給
馬
・
花
絶
え
ぎ
り
け
り
。
市
中
の
奇
談
と
い
ふ
ぺ

し
。
但
し
今
は
共
の
便
所
を
鹿
す
。

O
中
屋
彦
右
衛
門
邸

南
町
の
東
側
に
て
、
世
乏
去
に
居
住
し
、
明
治
十
一
年
十
月

北
陸
道
御
巡
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
金
津
に
御
駐
筆
中
、
此
の
邸
宅
を
ば

行
在
所
と
た
し
給
へ
り
。
貨
に
千
哉
の
値
遇
.
家
の
健
倖
と
い
ふ
ぺ

し。。
中
屋
彦
右
衛
門
惇

彦
右
衛
門
は
代
々
の
遺
稿
に
て
、
金
津
市
中
家
柄
町
人
の
一
人
と
し
.

奮
藩
中
町
年
寄
を
勤
め
け
る
家
柄
左
り
。
家
記
陀
云
ふ
。
営
家
の
草
創

は
、
光
孝
夫
皇
第
三
皇
子
人
皇
五
十
丸
代
宇
多
天
皇
に
初
り
、
佐
々
木

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

天
皇

八

物
以
下
、
改
出
す
者
に
可
v
被
v
下
事
。
附
、
於
=
何
地
-
も
た
ば
と
作
る

べ
か
ら
ざ
る
事
。
右
の
一
・
ゲ
僚
を
載
せ
ら
れ
た
り
。
叉
元
和
二
年
十

月
三
日
幕
府
の
定
容
に
、
た
ぽ
と
作
る
も
の
、
町
人
は
五
十
日
‘
百

姓
は
三
十
日
、
自
兵
綾
に
で
飽
舎
た
る
べ
き
事
。
問
う
り
候
も
の
間

前
の
幕
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば
、
南
町
の
柴
屋
が
初
て
煙
草
の
庖
を
聞

き
.
刻
多
葉
粉
を
寅
欝
ぎ
た
る
は
、
慶
長
十
年
の
頃
よ
り
十
七
年
に

制
禁
せ
ら
れ
し
ま
で
の
事
な
る
べ
く
聞
ゆ
れ
ど
、
一
見
和
二
年
以
後
厳

禁
を
解
か
れ
た
る
に
や
。
そ
の
か
み
厳
重
に
禁
ぜ
ら
れ
し
事
知
る
べ

し。。
三
井
小
路

寛
政
の
頃
、
京
都
三
井
よ
り
金
津
へ
出
応
設
し
、
此
の
小
路
の
角
家

に
閲
底
し
、
夫
れ
よ
り
数
年
央
服
商
資
を
友
し
た
り
。
共
の
後
閉
庖

す
と
い
へ
ど
も
、
今
に
至
り
遺
名
を
以
て
三
井
小
路
と
呼
べ
り
。

O
乗
物
屋
小
路

此
の
小
路
は
東
側
に
て
、
三
井
小
路
と
相
封
す
。
此
の
小
路
の
角
家

に
乗
物
屋
茜
左
衛
門
と
て
、
衆
物
を
製
治
し
て
商
へ
る
も
の
数
代
居

住
す
。
故
に
小
路
の
名
に
呼
ぺ
り
。
明
治
維
新
の
際
、
職
業
を
厳
し

て
退
去
せ
り
。

源
氏
八
世
の
組
源
経
方
の
三
男
行
賞
よ
り
起
り
、
共
の
後
胤
た
り
。
故

に
本
姓
佐
々
木
、
十
二
添
紋
中
丸
躍
を
以
て
家
紋
と
す
。
泉
代
近
江

闘
に
土
着
し
、
中
屋
村
叉
伊
庭
種
村
或
は
東
村
等
の
各
地
に
住
居
し

て
、
共
の
類
族
多
く
.
中
に
も
中
屋
村
に
居
住
す
る
彦
左
衛
門
左
る

者
は
、
故
あ
り
て
天
文
年
中
に
本
園
を
退
去
、
加
賀
園
・
へ
来
寓
し
、

嘗
て
居
住
せ
し
郷
里
の
名
を
採
っ
て
伊
藤
彦
友
街
門
と
稽
し
、
河
北

郡
戸
室
山
の
麓
中
山
村
に
艶
居
し
て
、
岡
村
及
び
岡
原
村
議
の
所
司

と
な
り
た
り
。
然
る
に
弘
治
三
年
に
中
山
村
よ
り
金
津
の
城
下
へ
出

で
、
城
南
怠
る
南
町
に
邸
地
を
ト
し
‘
袋
に
居
住
す
。
共
の
子
彦
兵

衛
な
る
者
.
実
正
七
年
に
至
り
浪
士
を
罷
め
て
商
家
と
な
り
、
中
屋

彦
兵
衛
と
栴
し
、
家
停
の
混
元
丹
及
び
薬
種
の
家
業
を
創
む
。
子
炉
時

町
方
の
宿
老
役
を
勤
め
た
り
。
故
に
藩
艦
大
納
言
利
家
卿
・
二
世
脂

大
納
言
利
長
卿
金
揮
に
入
城
し
給
ふ
後
、
屡
々
一
城
中
へ
召
さ
せ
ら

れ
、
親
し
く
御
前
へ
召
し
‘
金
滞
の
務
事
故
貸
等
の
事
共
噂
ね
さ
せ

ら
れ
、
共
の
都
度
物
品
等
を
賜
は
り
た
り
。
是
よ
り
泉
代
年
頭
等
に
、

城
中
に
於
て
拝
謁
を
命
ぜ
ら
る
L
を
家
の
規
模
と
注
し
、
且
寵
遇
を

譲
り
、
珍
奇
の
物
品
等
を
賜
は
り
け
る
事
他
の
非
に
あ
ら
宇
。
文
総

元
年
金
海
府
携
の
石
壁
を
築
か
せ
給
ひ
し
時
、
市
中
の
町
家
に
移
締

丸




